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脊椎に現れる疾患として，脊椎分離症，脊椎すべり症，脊椎骨折などがある
．これらの疾患の治療を行うために十分な術前計画が重要となる．一般に脊
椎固定術の術前計画では，CT画像から骨領域を抽出することが必要である．
医用画像セグメンテーションにFully Convolutional Network(FCN)によるセマ

ンティックセグメンテーションを適用した事例が報告されている．しかしながら，
セマンティックセグメンテーションでは同一カテゴリに属する物体の境界を求め
ることは困難であり，椎間間接によりつながっている椎骨のセグメンテーション
には適さない．
そこで本研究ではFCNを用いたインスタンスセグメンテーションにより，CTデ
ータからの椎骨の抽出を行う．

Nは画像のボクセル数である．��はFCNか

ら出力された各ボクセルの椎骨に属す確
率を表す．��は各ボクセルのLabelデータ
に示された椎骨に属す確率を表す．

FCN によるインスタンスセグメンテーション

により，椎骨をセグメンテーションする手法
を提案した． セマンティックセグメンテー

ションでは難しい椎骨のセグメンテーション
を行った．今後の課題として，学習症例数，
テスト症例数の増加があげられる． また，
L3，L4，L5， S1 以外の椎骨への適用が
あげられる．

研究背景・目的

損失関数

結論

Fully Convolutional Networkの構造

本手法ではEncoder-Decoder型のネッ

トワーク構造を採用している．低レベル
の特徴をDecoder部分に伝えるために
Encoder部分の特徴マップをDecoder

部分の特徴マップに連結する．これによ
りセグメンテーション結果を改善するこ
とが可能となる．インスタンスセグメン
テーションを行うために，ネットワーク後
半部にConvolutional Long Short term 
Memory（ConvLSTM）を使用している
[2]．ConvLSTMを使うことで過去にセグ
メントした物体の特徴を無視できる．
Decoder部分はEncoder部分からの出

力を受け取り，複数回実行される．
Decoder部分から出力された特徴マッ

プはシグモイド関数により，各ボクセル
が椎骨に属する確率に変換される．

繰り返し実行され，
１回の実行で椎
骨一つ分の推測
結果を出力

適用結果

マルチスライスCT により撮像された腰椎，
仙椎のL3，L4，L5，S1を含むボクセル
データ15症例で学習を行った．学習はオン

ライン学習で行った．学習に使われていな
いCT画像4症例でテストを行った．その結
果，椎骨におけるIoUは79.0%であった．
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